
日
本
初
期
の
大
砲
の
弾

一
町
内
会
長

佐
野

達
也

直
径
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

重
さ
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
鉄
製
の
丸

い
玉
は
、
慶
応
時
代
（
一
四
〇
年

前
）
に
使
用
さ
れ
た
大
砲
の
弾
で

す
。
こ
の
時
代
は
、
鋳
造
技
術
は

未
熟
で
形
は
丸
く
て
も
、
楕
円
で

真
円
度
不
良
の
玉
は
、
砲
身
か
ら

発
射
さ
れ
目
標
の
城
門
に
飛
ん

で
ゆ
く
の
で
す
が
、
球
形
が
楕
円

の
た
め
空
気
抵
抗
や
ら
火
薬
の

発
火
震
度
な
ど
で
六
〇
か
ら
七

〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
は
ず
れ
た
そ

う
で
す
。
飛
距
離
も
二
〇
か
ら
三

〇
メ
ー
ト
ル
と
あ
ま
り
効
果
の

あ
る
兵
器
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
実
物
が
拙
宅
に
あ
り
ま
す

の
で
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
ど

う
ぞ
。
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
も
凹
凸
が
な

か
っ
た
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
位
し

か
飛
ば
な
い
そ
う
で
す
。
も
し
こ

の
砲
弾
や
砲
丸
投
げ
の
玉
、
ハ
ン

マ
ー
投
げ
の
玉
に
凹
凸
を
付
け

た
ら
、
距
離
は
何
メ
ー
ト
ル
伸
び

る
の
か
、
計
算
し
て
、
わ
か
っ
た

ら
ご
教
授
下
さ
い
。

現
代
兵
器
は
ハ
イ
テ
ク
で
１００

パ
ー
セ
ン
ト
近
い
命
中
率
で
す

が
、
化
学
兵
器
の
進
歩
は
し
て
も

ら
い
た
く
な
い
で
す
ね
。

日
本
初
期
の
大
砲
の
弾
か
ら

想
う
こ
と
は
、
大
岩
三
区
が
永
遠

に
平
和
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

「市
長
出
張
座
談
会
」

十
一
月
十
八
日
午
後
七
時
よ
り

大
岩
三
区
区
民
館
に
お
い
て
市

長
出
張
座
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
大
岩
二
区
・
三
区

合
同
で
開
催
さ
れ
、
五
十
名
ほ
ど

の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

当
座
談
会
で
出
た
質
問
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

中
学
校
の
学
区
制
見
直
し

一
町
内
の
方
か
ら
、
住
ん
で
い

る
地
区
は
富
士
根
南
中
学
区
で

あ
る
が
、
距
離
的
に
富
士
宮
一
中

へ
通
う
方
が
近
い
の
で
一
中
へ

通
わ
せ
た
い
と
思
う
が
何
と
か

な
ら
な
い
か
。
と
言
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
市
長
か
ら
、
市
内
の

小
中
学
校
の
生
徒
数
の
現
状
や

課
題
等
か
ら
周
辺
校
に
お
け
る

生
徒
数
の
増
加
、
逆
に
山
間
部
や

一
・
二
中
学
区
の
生
徒
数
の
減
少

等
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
学
区
制

の
見
直
し
を
行
う
よ
う
指
示
を

し
て
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

道
路
整
備

朝
晩
の
交
通
ラ

ッ
シ
ュ
時
、
ど
の

方
向
へ
向
か
う
に
し
て
も
渋
滞

に
は
ま
っ
て
し
ま
い
困
る
と
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で
も
市

内
の
交
通
渋
滞
箇
所
の
調
査
を

行
い
、
少
し
で
も
緩
和
さ
れ
る
よ

う
対
策
を
練
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。富
士
見
小
学
校
の
南
側
を
走

っ
て
い
る
道
路
は
、
現
在
公
園
墓

地
ま
で
道
が
出
来
て
い
ま
す
が
、

十
七
年
度
中
に
バ
イ
パ
ス
へ
つ

な
が
る
工
事
を
す
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
出
水
に
あ
る
遠
藤

和
作
商
店
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

前
の
交
差
点
に
信
号
を
取
り
付

け
る
予
定
が
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

今
、
早
急
に
行
い
た
い
の
は
万

一
災
害
が
起
き
た
場
合
の
対
策

の
検
討
と
の
こ
と
で
し
た
。
東
海

地
震
へ
の
備
え
、
ま
た
台
風
等
の

自
然
災
害
に
つ
い
て
も
役
所
、
地

域
が
手
を
つ
な
い
で
真
剣
に
考

え
て
行
く
時
期
で
す
ね
。

新
し
い
防
災
訓
練

十
二
月
五
日
（日
）午
前
８
時

区
民
館
に
て

毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
、
防

災
訓
練
で
す
が
、
今
年
は
特
に
、

新
潟
中
越
地
震
の
す
さ
ま
じ
さ

を
見
て
、
い
よ
い
よ
真
剣
に
東
海

地
震
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
ま
す
。
そ
こ
で
通
常
訓

練
に
加
え
て
、「
新
潟
中
越
地
震
」

の
状
況
を
実
際
に
視
察
に
行
っ

た
方
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら

説
明
を
聞
く
機
会
を
設
け
ま
す
。

（
富
士
常
葉
大
学
の
方
々
で
す
）

図
上
訓
練
な
ど
の
指
導
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最
高
記
録
で
る
！

市
内
駅
伝
大
岩
３
区

市
内
駅
伝
は
、
毎
年
、
富
士
桜

球
場
（
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）
周

辺
の
約
７
ｋｍ

１４
区
間
を
走
る
。
。

大
岩
３
区
は
こ
れ
ま
で
市
内

駅
伝
に
２４
回
出
場
し
た
。
最
近

は
二
十
数
位
だ
っ
た
が
、
十
月

十
三
日
に
行
わ
れ
た
大
会
で
は
、

初
め
て
１４
位
に
な
っ
た
。
ち
な

み
に
タ
イ
ム
は
２２
分
１７
秒
。
若

手
選
手
も
育
ち
つ
つ
あ
り
、
今
後

は
１０
位
以
内
も
視
野
に
入
っ
て

き
た
。
今
回
の
メ
ン
バ
ー
は
走
っ
た

順
に
次
の
と
お
り
。

野
田
将
啓

（
４
町
内
５
班

村
松

界

（
１
町
内
８
班

渡
辺
真
夕
子
（
３
町
内
１０
班

佐
野
史
洋

（
１
町
内
６
班

斉
藤
千
佳

（
４
町
内
１１
班

古
藤
田
真
一
（
４
町
内
５
班

奥
山
太
一
朗
（
４
町
内
１３
班

渡
井
勝
士

（
１
町
内
６
班

望
月
暢
彦

（
３
町
内
５
班

鈴
木
章
仁

（
３
町
内
９
班

遠
藤
一
裕 

（
１
町
内
２
班

 

伊
藤 

宏 

（
３
町
内
１１
班

 

小
柴
一
奇 

（
４
町
内
１０
班

 

松
田
寿
久 

（
４
町
内
１３
班

 

敬
称
略 

   

区
民
名
簿
屋
号
掲
載
無
料 

 

名
簿
に
、
区
内
で
ご
商
売
を
さ

れ
て
い
る
方
の
情
報
を
掲
載
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
商
店
名

住
所
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
無
料
で
す
。 
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大岩 3区人物ふぁいる 

渡井 勝士 さん 
  

市内駅伝大会には、皆出席である。今年も

選手集めに奔走し 14 名を集め、見事大岩新

記録を打ち立てる原動力となった。自らも体

を常に鍛え、今でも毎朝走り、各種市民マラ

ソンにも 100 回以上参加、フルマラソンの経

験も５回あるという。 

 大岩に住み始めたのは昭和 49 年から。現

在テルモに勤めながらも、区では書記をつと

め、交通安全委員として小学校の付近で朝立

ったり、区の行事の際の交通指導にあたって

いる。 

 長年、自衛隊に勤務した。高卒後、民間会

社に勤めたが倒産、自衛隊に入隊し、横須賀

で訓練を受け、北海道勤務を希望し、滝川市

の駐屯基地で４年勤務した。冬は（クロスカ

ントリー）スキーをはき、リュックに食料、

衣料を入れ、アキョウと呼ばれるソリをひき

銃を持って雪上訓練をした。４年の北海道勤

務のあとは静岡県御殿場駒門駐屯地に戻っ

た。御殿場では、大砲の弾道計算や車両の部

品調達をしていた。 

隊内では、努力しだいで各種の資格が取れ

る。渡井さんも、調理師、大型自動車免許、

ボイラー、危険物取扱主任、ガス溶接、クレ

ーン、玉かけなどの資格を取得した。 

現在も予備自衛官として射撃訓練や各種

研修を毎年受けている。笑顔を絶やさず、人

が困っている 

と寄り添っ 

て見守り助け 

てくれる。 

頼りにな 

る人だ。 
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